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概要

本作『Selenograph』は、ピアノと電子音楽のための作
品であり、構想についてはある宇宙飛行士として地球
から月への旅立ちである。何の経験もない宇宙飛行士
なのに、一人ぼっちで未知を迎える暗い心理や、銀河
に散らばるダストと粒子、および着陸する前に宇宙船
が壊れそうに対しての怖さなどを描こうとしている。
電子音楽の部分について、ピアノの音をリアルタイム
で処理することを除き、事前録音した内部奏法と組み
合わせて再生することである。本発表では主に創作構
想および手法による説明を行う。

1. はじめに

楽器と合わせて作ったライブ・パホーマンス作品が
多く存在するが、電子音楽の場合はリアルタイムで楽
音をコンピュータにより処理することが多い。本作は
その中に新しい可能性を見つけるために作ったわけで
ある。リアルタイムで処理されるのはピアノによる楽
音であるが、少しミュージック・コンクレート的な手
法を用いてピアノの内部奏法を事前に録音し、DAWを
通して作られた音響が本作における特徴である。そう
いうリアルタイムとプリセット音響の対比も新しい聴
感をもたらせると考えられる。

2. 作品解説

2.1. 作品構造について

全体的な構造から見ると、三部形式となっているが、
音楽を表現するための弾き方、お客さんの方の聞き方
またはコンサート現場の雰囲気によって②はさすがに
独特な部分であり、性格上には①や③に比べると大き
な違いが見える。

 

図 1: 作品構造

最初から①の部分は、極めて静かな感じにおいてピ
アノを弾き始める。そしてリアルタイムで処理した電
子音とプリセットしといた電子音響がどんどん入って
くるとのことであり、照明についてもステージ全般を
明るくすることである。しかし、②のところにはピア
ノを弾きながら、プリセットの電子音響が同時に流れ
ることになった。ピアノを弾くというのだが、リアル
タイムの処理におけるエフェクターなどは残響だけを
残し、音響に集中するためである。後半について、演
奏者を全く弾かないまま、ピアノの生音もないため、
照明を全部消そうとする。部屋を真っ黒にし、お客さ
んはそのまま闇の中で耳に集中して音楽を聞くことに
する。

2.2. 作曲における思考

最初から聴こえる Gシャープ、もしくは Aフラッ
トが全体的な中心音として扱っており、基本音階上の
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音が徐々に聞こえるようにする。音と音の間が、主に
短二度と完全五度の関係に基づいたものであり、そう
いうようなパターンも出てくるのです。

 

図 2: 発想について

モチーフについては、同じ音を繰り返すことが一番
特徴的である。電子音楽の部分は主にグラニュラー・
シンセシスで処理した音響に対しても同じコンセプト
を用いて、「音の繰り返し」というイメージが際立ち、
多く聞こえるようにしたのである。そして、何回の繰
り返しの後で、前に説明したように音と音の関係によ
る動きが聞こえ始まる。①の第二部分から少し「甘く」
聞こえる和声とその分解式のアルペジオが出てきてお
り、全体的には「対比」を目立つために設置したので
ある。前の二つのモチーフと合わせて、発展していく。
　そして音源については、②の電子音響は主にピアノ
の内部の音を用いて作った部分である。指関節や爪先
で弦に叩く音と引く音、そして爪で広い範囲にスウィー
ピングする音、ノイズのようなミュートの音と高音域
の弦を優しく拭く音などである。ピアノ以外は、ポリ
袋を揉む音と、自分が持っているギターピックの収納
ボックスを押す音などを用いて、音量を下げてピアノ
内部の音の「補助」として同時に再生することにした。

3. 音響システムについて

システムについては、下の図のような流れとなる。
ピアノの生音もライブで出ているため、マイクによっ

て取ってからそのまま一番前のステレオに出す。電子
音楽の部分はリアルタイムで処理するためにパソコン
を通さなければならず、プロジェクトの再生によるエ
ンベロープやバイパスなどの指令に従って、プリセッ
トしといた電子音響と合わせて 6チャンネルのサラウ
ンディング・サウンドを出す。しかしいずれにしても、
マイクは２本しかない使っていないため、生音までも
一緒にパソコンを通って、サウンドカードやミキサー
によりステレオまで送るようにした。

 

図 3: 音響システム

4. 今後の課題

本発表は自作 Selenographについて、創作構想およ
び手法などにおける解説を行った。自分にとっては新
しい試みであるが、単に CubaseなどのDAWを用いて
電子音楽を作ることにはやはり制限が見られると考え
られる。コンサートで上演する場合、DAWのプロジェ
クトによってリアルタイムの処理と電子音響の再生と
同時に行うことにも「合わない」可能性が生じられる。
Selenographのような作品もまだ作り続けると思うのだ
が、そういう構想、または創作手法をMax/mspやほか
のソフトに移植することは一つ今後の課題とする。さ
らに、物語のようなイメージがついているため、映像
など視覚的なコンセプトと組み合わせて、また新しい
構想を認めようとしている。
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